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 平成２４年 第１９回帯広市教育委員会会議録 

 

１． 平成２４年１０月２６日金曜日  ９時 ～ １０時 

帯広市教育委員会会議を帯広市役所 教育委員会室に招集する。 

 

２．本日の出席委員 

教育委員長 田 中 厚 一 

教 育 委 員      市之川 敦 子 

教 育 委 員      門 屋 充 郎 

教 育 委 員      伊 藤 成 昭 

教 育 長      八 鍬 祐 子 

 

３．本日の議事日程  
日程第 1  会議録署名委員の指名について 

日程第 2  議案第 56 号  帯広市教育委員会教育長の任命について 

日程第 3  議案第 57 号  平成 25 年度帯広市立高等学校の入学者募集について 

日程第 4  報告第 17 号  平成 24 年度第 52 回帯広市児童生徒読書感想文コンクール 

審査結果について 

日程第 5  その他（1）  帯広市議会 9 月定例会の報告について 

  その他（2）  平成 24 年度教育懇談会の開催について 

  その他（3）  今後の事業予定ついて 

  その他（4）  寄附受納について 

    その他 

日程第 6  議案第 58 号  帯広市立学校設置条例の一部改正について【非公開】 

日程第 7  議案第 59 号  平成 24 年度帯広市市民文藝賞及び市民文藝準賞の決定につ

いて【非公開】 
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田中委員長  これから、平成２４年第１９回帯広市教育委員会会議を開会い

たします。 

  出席委員は全員であります。 

 会議は成立しております。 

 ここで１０月１７日の市議会本会議において、八鍬祐子氏が教育

委員に任命されましたことをご報告いたします。 

 八鍬教育委員に一言ご挨拶をお願いいたしたいと思います。 

（八鍬教育委員 挨拶） 

ここで諸般の報告をいたします。 

（野原課長 報告） 

 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、市之川委員及び門屋委員を指名いたします。 

  日程第２、議案第５６号、帯広市教育委員会教育長の任命につい

てを議題といたします。 

  本件については、昨日１０月２５日で教育長の任期が満了したこ

とに伴い、教育委員会が新たな教育長を任命しなければなりません。

ここで本日付で教育委員として任命発令された八鍬委員を地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第１６条第２項の規定により、教

育委員会が教育長に任命しようとするものであります。 

  この任命について質疑があればお伺いします。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５６号、帯広市教育委員会教育長の任命については、原案

のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５６号は決定されました。 

  ここで教育長に任命されました八鍬教育長にご挨拶をいただきた

いと思います。 

 （八鍬教育長 挨拶） 

田中委員長  ありがとうございました。次に事務局から発言の通告があります

のでお願いします。 

須貝 部長  議案第５６号が決定され、教育長が任命されましたことから、追

加の議案を提出させていただきたいと存じます。よろしくお取り計

らい願います。 

田中委員長  今、事務局から議案の追加提案が示されましたが、これにご異議

ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、ここで議案配付のため休憩します。 

 （暫時休憩） 
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田中委員長  再開いたします。 

  議案の追加に伴い、以降の議事日程は議事日程第２号により進め

ます。 

  日程第３、議案第５７号、平成２５年度帯広市立高等学校の入学

者募集についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長  議案第５７号、平成２５年度帯広市立高等学校の入学者募集につ

いてご説明申し上げます。本案は平成２５年度帯広市立南商業高等

学校の入学者選抜について、募集内容を定め、告示しようとするも

のであります。平成２４年９月２５日付で道立高等学校の入学者選

抜実施要項が定められた旨の通知を受けましたことから、当該実施

要項に準じて、平成２５年度帯広市立南商業高等学校入学者の募集

内容を定めるものであります。よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５７号、平成２５年度帯広市立高等学校の入学者募集につ

いては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５７号は決定されました。 

  日程第４、報告第１７号、平成２４年度第５２回帯広市児童生徒

読書感想文コンクール審査結果についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

大久保部長  報告第１７号、平成２４年度第５２回帯広市児童生徒読書感想文

コンクール応募作品の審査結果についてご説明いたします。本件は

平成２４年度帯広市児童生徒読書感想文コンクール審査結果をご報

告するものでございます。本日配付させていただきました議案書９

ページをご覧ください。読書感想文コンクールは１０ページにござ

いますように、小学生９５名、中学生４４名の計１３９名の応募が

ございました。また、先ほど別冊で入選者名簿をお配りしておりま

すけれども、名簿のとおり最優秀賞６名をはじめ、合計７１名の児

童生徒が入選を果たしました。なお、学校別の応募状況、入選状況、

最近５ヵ年の年度別審査結果につきましては、それぞれ１枚もので

お配りしておりますので、そちらもご覧いただきたいと思います。

本コンクールは、昭和３４年に市内の学校図書館と帯広市図書館の

相互発展のために設立した、帯広市学校公立図書館研究会により、

昭和３５年から毎年継続しているものでございます。なお、表彰式

は１１月２３日金曜日に図書館で行う予定でございます。報告は以
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上でございます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

門屋 委員  学校によって全く応募のないところもあり、きっと熱心な先生が

いらっしゃるというのが多少関係しているのではないかと思います。

この取り扱いについて、学校の担当の先生が働きかけて出てくるも

のなのか、そうしなければ出てこないのか、その差というのはどう

いうことで起こるのか、参考までに教えてください。 

吉田 館長  申しわけありませんが、学校の取り組み状況までは十分に把握し

ていないのですけれども、学校公共図書館研究会は各学校の図書委

員の先生、図書に関係している先生が入っていらっしゃるので、読

書感想文の募集が始まるときに、全校から来ていただいて、こうい

うことで募集しますというお話をさせていただきます。今年は豊成

小学校の入選が多いのですけれど、例年ですと、清川小学校など山

の方の学校が多かったのに、先生が変わられたということもあるの

かなと思います。ご熱心に取り組んでいただいている先生がいらっ

しゃる状況があると思います。 

田中委員長  門屋委員いかがですか。 

門屋 委員  できればどこからも出てくるような状況がよろしいと思いまし

た。 

田中委員長  私もそう思いました。応募状況を見てかなり濃淡がありそうです

ので、ぜひ積極的な啓発をお願いできればと思います。 

田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了いたします。 

  日程第５、その他に入ります。 

  その他（１）帯広市議会９月定例会の報告についてを議題といた

します。 

  直ちに説明を求めます。 

植松調整監  それでは、９月２５日から１０月１７日まで開催されました９月

定例市議会における学校教育部に関わる質疑につきまして、概要を

ご報告させていただきます。議案書１１ページから１３ページでご

ざいます。今回一般質問１２人、決算特別委員会９名、議案審査特

別委員会２名の議員から質問がありました。主な概要についてであ

りますが、質問者が多いことから主だったものをご説明させていた

だきます。はじめに一般質問のうち、教育委員長に答弁を求めた質

問概要についてご説明いたします。中村議員から全国で多発してい

るいじめの事件に対して、教育行政のトップとしてこれらの事件を

どう捉えているのかとのご質問があり、田中委員長から教育に携わ

る全ての関係者にとって胸の痛む事件であり、二度と起こしてはな

らない思いを強くしている。教育委員会としてのスタンスをしっか

り持ちながら、今まで以上に学校、保護者、地域の連携と信頼関係

を深め、未来を担う子どもたちが健やかに育つ教育環境の整備と学



 5 

校の支援に努めていく旨の答弁をしていただいております。また、

藤澤議員からも同様に、いじめに対する見解と教育委員会運営への

取り組みについてのご質問があり、市之川職務代理者から学校は児

童生徒にとって安全で楽しい学びの場でなくてはならない、いじめ

という行為は、人として決して許されない行為であり、楽しい学校

生活の根底を揺るがす行為である。いじめは子どもたちが発達して

いく過程で、様々な人間関係のトラブルの中から生まれてくるもの

であり、学校や家庭・地域が全力で未然防止や解決に努めるべきも

のであること、教育懇談会やいじめ防止サミットなどの機会に、市

民や保護者、児童生徒、教職員など様々な声に耳を傾け、必要な情

報発信に努めていく旨を答弁していただいております。その他いじ

め問題につきましては、冨井議員からいじめの対策として行ってい

る具体的な取り組み、大塚議員からは青少年健全育成の視点から青

少年センターと教育委員会の連携についてのご質問があり、いじ

め・不登校・非行等に関する対策委員会や本市独自の取り組みであ

る、いじめ非行防止合同サミットの開催など本市の現状についてお

答えしております。佐々木議員、菊地議員からは特別支援教育につ

いてご質問があり、特別支援学級の設置の考え方と環境整備に向け

た方向性をお答えいたしました。編田議員、熊木議員からは新学校

給食共同調理場についてのご質問があり、現在取りまとめ中の基本

設計に基づき、自校式の良さを取り入れたメニュー作りなどについ

てお答えいたしました。清水議員から無縁社会や孤立社会を進めな

いようにするため、家族の大切さを指導すべきであるが、学校授業

においてどのような指導をしているのかとのご質問があり、家庭科

や道徳の時間において、家族や家庭の役割について指導している旨

の答弁をしております。杉野議員から就学支援制度の充実を求める

ご質問、今野議員から通学路の安全対策を求めるご質問があり、そ

れぞれ現在の状況や考え方をお答えしております。楢山議員から教

育予算確保に向けた考え方についてのご質問があり、児童生徒が基

礎的・基本的な学習内容を習得することができるよう、学習意欲や

学力の向上に必要な教材や学校図書の整備など教育環境の充実を図

っていく必要がある。教育費全体の中で施策への効果や優先度を勘

案しながら対応していく旨の答弁をしております。次に議案審査特

別委員会では、学校インターホンの設置に関して２名の議員から質

問があり、機種内容と学校の安全管理においてインターホンのみな

らず、防犯訓練などソフト面と合わせた対応が必要である旨を答弁

しております。次に決算審査特別委員会では、編田議員から新学校

給食調理場は市民の関心が高いので、教育委員会においても公開で

議論を行うべきではないかとのご質問があり、原則、教育委員会は

公開となっているが、教育委員会会議規則第６号に定められている、
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公開することにより教育行政の公正または円滑な運営に著しい支障

が生じる恐れがある場合、また、予算を伴う基本方針や基本計画な

ど議会での論議の途中経過のものなどは、教育委員会の議決により

非公開とする旨の答弁をしております。また、大塚議員から豊成小

学校の職員トイレに温水式便座を取り付けた理由を問われ、地域に

開かれた学校づくりを目指し、多くの学校ボランティアの方々にも

利用していただくことを考慮し、来客用トイレを兼ねていることか

ら温水式便座を設置した旨の答弁をしております。その他、学校給

食共同調理場、幼保小中連携事業、体験学習、スクールソーシャル

ワーカー、学校地域支援本部事業、活力ある学校づくり支援事業、

教職員住宅、適正配置、学校ボイラーについてのご質問がありまし

た。学校教育部に関する報告は以上でございます。 

敦賀調整監  続きまして、生涯学習部に関する質疑についてご報告いたします。

生涯学習部所管事務・事業に関連する本会議一般質問は３名の議員

から、また、補正予算に関連して議案審査特別委員会で１名の議員

から、更に教育費に係る決算審査特別委員会では５名の議員から、

資料が漏れていて申しわけございませんが、歳入に関する部分につ

いて１名の議員からご質問がございました。このうち、主な質疑内

容をご報告させていただきます。議案書１１ページでございます。

まず、編田議員からは市長の政治姿勢として、土地利用に関する質

問の中で、総合体育館の建替え場所の検討状況についてご質問がご

ざいました。体育団体からは現在地での建替えについて強い要望が

ございますが、諸般の課題を整理しつつ、検討中である旨お答えし

ております。総合体育館の建替えに関しましては、１３ページの決

算審査特別委員会においても、鈴木正孝議員からご質問がございま

した。昨年度以降の検討状況を問うもので、これまで墨田区総合体

育館や釧路市の湿原の風アリーナなど、最新、先進事例を訪問調査

するとともに、建設・維持管理手法の１つとしてＰＦＩについて情

報収集していることをお答えしております。また、１２ページの一

般質問、上野議員から、また１３ページ、決算審査特別委員会にお

いては、熊木議員から、文化団体の活動への支援のあり方について

ご質問がございました。市民オペラなど、市民が自ら企画し、開催

する取り組みへの支援は継続性が求められておりますが、中心とな

る団体が自立し、企業協賛など支援の輪が広がってきている現状も

あり、市または市教育委員会としての経費支援は、他の取り組みへ

展開していく考え方を説明しております。この他、孤独死、生涯独

身ですとか、統計資料をベースに無縁社会の広がりが見られる中、

地域のつながりを深めるために、生涯学習の取り組みを一層進める

意見、百年記念館で保存している埋蔵文化財の活用への要望、スポ

ーツ少年団支援やスポーツ合宿・大会の誘致状況、歳入関係では、
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歳入に対する目標、入場者数、実際の決算額との差の原因などにつ

いてご質問がございまして、それぞれ状況をお答えしております。

特にスポーツ少年団の団員数は横ばいではありますが、減少する小

学校児童数においてのスポーツ少年団数の比率が増加傾向にありま

す。また全国・全道大会に進出する団体数も増加している状況をご

説明しております。報告は以上でございます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（２）平成２４年度教育懇談会の開催についてを議題とい

たします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長  平成２４年度教育懇談会についてご説明申し上げます。議案書は

１５ページの開催要領をご覧いただきたいと思います。教育懇談会

は教育行政に関する情報提供や市民との意見交換を行うことにより、

開かれた教育委員会づくりを進めるため、平成２１年度より開催し

ているものでございます。今年度につきましては、１１月１８日日

曜日から１１月３０日金曜日までの期間中、コミュニティセンター

など市内６ヵ所で開催いたします。日程、会場につきましては、開

催要領に記載のとおりであります。時間はいずれも１時間３０分を

予定してございます。次に次第でありますけれど、今年度は３部構

成としまして、第１部は子どもたちの安全安心、第２部は地域で広

がる生涯学習をテーマに設定いたしました。第３部では教育全般に

関する意見交換を行うこととしております。次に各テーマの内容で

ございますが、第１部、子どもたちの安全安心にでは、子どもたち

が１日の大半を過ごす学校での防災や不審者などへの対策のほか、

いじめ問題などに対する取り組みを紹介しまして、意見交換を行う

ものでございます。第２部、地域で広がる生涯学習では、教育委員

会が地域の皆さんと一緒に取り組んでいる様々な生涯学習事業を紹

介し、意見交換を行うものでございます。教育委員の皆様の出席に

つきましては、各回、委員長または委員長職務代理者と委員１名、

教育長の計３名の出席をお願いするところでございます。説明は以

上であります。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  その他（３）今後の事業予定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

西野 課長  学校教育課の１１月の事業予定についてご説明申し上げます。議

案書１７ページになります。１１月４日日曜日９時半から、文化ホ



 8 

ール、とかちプラザにおきまして、第６１回北海道学校保健研究大

会十勝・帯広大会が開催されます。本大会につきましては、学校保

健や安全教育の充実を目指した研究協議が行われる全道大会であり

まして、神戸大学、川畑徹朗教授による基調講演、学校保健功労者

表彰、４つの専門部会に分かれての研究協議などが予定されており

ます。教育委員の皆様にもご出席いただく予定になっておりますが、

よろしくお願いいたします。以上です。 

早川 所長  教育研究所の事業予定でございます。今年度のＪＩＣＡ小学校に

おける理科実験教育コース・コンピュータ活用研修ですが、１１月

８日９日の２日間でＪＩＣＡの事業の協力ということで、指導主事、

所員等を講師として、南西アジア諸国の教育関係者１０名に対して、

小学校理科におけるコンピュータ活用に関する研修を実施するもの

でございます。２つ目は、帯広市教育研究会の生徒指導・教育相談

研究協議会、心を育てる教育フォーラムでございます。１１月２９

日木曜日１４時から、市内の小中学校の教員及び学校関係者、保護

者を対象にし、子どもたちの健やかな成長のために、私たちができ

ることは何かということをテーマに、カウンセリングの視点から考

えるものでございます。今年度につきましては、札幌市のスクール

カウンセラー、臨床心理士の杉浦郁子氏をお迎えして、講演を行う

予定となっております。以上です。 

西尾 主幹  スポーツ振興室から事業予定についてお知らせいたします。議案

書１８ページでございます。まず、１１月３日、スケートキングダ

ム少年団でございます。９時半から１３時まで、明治北海道十勝オ

ーバルで行います。ほっとドリームプロジェクトの一環として、少

年団、小学生から中学生までを対象にしたスピードスケートの講習

会を行います。３０名を超えます実業団、大学生の現役スケーター

によります実技指導ということで、３００名を超える子どもたちが

対象となっております。続きまして、２０１２フードバレーとかち

マラソン大会でございます。いよいよ１１月４日日曜日９時から開

催いたします。スタートは藤丸百貨店、西２条南８丁目付近の路上

でございますが、ゴールにつきましては帯広中央公園南側付近にな

ります。帯広市では街の中を初めて通る市内中心部で行う都市型ハ

ーフマラソン大会でございます。現在エントリー数は 3,265 名、競

技別でハーフマラソンは 2,100 名を超える選手が集合します。鋭意

それを迎え入れるために事務局と実行委員会が準備を進めていると

ころでございます。よろしくお願いいたします。次に保護者向けス

ピードスケート講習会を１１月１３日火曜日１０時から、とかちプ

ラザで行います。これもほっとドリームプロジェクトの一環でござ

います。小学校低学年のお子さんをお持ちの保護者の方を対象とし

まして、スケートの選び方、スケートの技術的なところまでの講習
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会を行っていきたいと思います。次に２０１２/２０１３ジャパンカ

ップスピードスケート競技会第１戦でございます。１１月１７日、

１８日の両日、明治北海道十勝オーバルで行われます。短距離から

長距離まで開催され、国内を転戦して全５戦行われますが、その第

１戦目が帯広でございます。今シーズンのスピードスケート競技会

では、このジャパンカップスピードスケート競技会が全日本大会で

一番大きな大会でございます。以上です。 

鈴木 課長  文化課からご説明いたします。以前にこの委員会でご決定いただ

きました帯広市文化賞文化奨励賞の贈呈式を１１月３日文化の日に

１１時から行います。場所は帯広市民文化ホール小ホールでござい

ます。受賞者の短歌誌樹樹社様へ贈呈するものでございます。２つ

目、それいけアンパンマン、ミュージカル公演でございます。１１

月２３日１１時３０分から市民文化ホールで１５時からの２公演で

ございます。３つ目は、神尾真由子＆ミロスラフ・クルティシェフ、

デュオ・リサイタル、１１月２７日火曜日１９時から市民文化ホー

ル小ホールでございます。２年前にも公演していただき好評をいた

だきました。以上です。 

吉田 館長  図書館は１９ページから２０ページにわたりまして、１０月２７

日から１１月９日まで、キズナノチカラという言葉を標語にした第

６６回読書週間にちなんだ事業を展開させていただきます。まず、

過日子どもが本を読んでいる写真を募集し、集まりましたすてきな

写真で来年度のカレンダーを作って、表彰を行うというのが１１月

１１日なのですが、その写真の展示を１０月２６日から１１月９日

まで図書館展示コーナーで行います。生涯読書の展示は１０月２７

日から１１月９日、キズナノチカラの展示は１１月１日から１１月

２９日、いずれも蔵書展としてさせていただきます。４館連携事業

として１１月３日には、帯広図書館友の会のおひさまによる、手足

や全身を使ったむかし遊びを交えたおはなし会を１３時から１３時

４０分まで、同日の１４時３０分から１５時４５分までは、絵本を

介在して相手のために選んだ絵本を互いに読んでコミュニケーショ

ンをしましょうということで、当図書館の職員を講師にして行いま

す。次に２０ページ、１１月４日１０時から１５時まで、毎回２千

から３千冊の本が交換されます。図書館友の会と図書館の共催で多

目的視聴覚室にて図書交換会を行います。１１月１８日私ですが、

帯広市図書館がこれからも市民に愛され、親しまれるために何が必

要かを一緒に考えましょうということで、私たちの帯広市図書館、

今・これからということで講演させていただきます。それから、先

ほどご報告させていただきました第５２回帯広市児童生徒読書感想

文コンクール表彰式を１１月２３日１４時から１５時、図書館多目

的視聴覚室で行わせていただきます。以上です。 



 10 

北沢 館長  百年記念館の事業でございます。１１月３日から１２月２日まで、

当館で収蔵しております美術品の公開を目的とした収蔵作品展のう

ち、ここ５年ほどの間に寄贈された作品を紹介する新収蔵美術品展

を開催いたします。場所はロビーと書いてございますが、特別展示

室の誤りでございます。申しわけございません。次にロビー展とし

まして、４館連携むかしあそびの関連で、１１月７日から２５日ま

で、昭和の遊び道具たち、昭和ナツカシ館との連携で昭和なつかし

商店物語を開催いたします。そのほか博物館講座が１１月１７日、

２４日に考古関係と野生生物の関係のものがございます。ここには

ございませんけれども、１１月３、１０、１７日にはロビーコンサ

ートを予定しております。また、１１月１７日には体験教室の講座

を予定してございます。 

高橋 園長  動物園から３件の事業予定についてご説明いたします。１件目は

４館連携事業、おびひろ動物園いきものジャンボかるたとりを１１

月３、４日１３時３０分から１４時３０分まで、動物園内の芝生で

北海道の生き物や環境について学べる動物園オリジナルカルタを使

って、小学生を対象として実施するものです。２件目はテーブルの

上の動物たち、１０月の企画展の取り組みとして、現在こども会館

で魚の骨格標本の展示を行っております。私たちが普段食べている

食材に対し、理解を深めようという取り組みの一環として、１１月

４日９時３０分から、牛乳をいっぱい飲もう会ということで、帯広

市農業施策推進委員会の協力を得ながら先着 1,500 名に牛乳の提供

を行うものであります。また、おはなし会、講演会につきましては、

図書館、農政課の協力を得ながら、１０時から１１時まで、キリン

北側の東屋で行う予定です。また、９時３０分からは農政課の機材

を借りまして、実際に搾乳体験をしようということで、牛乳はどん

なふうに搾るのか体験していただきます。最後に動物園フィナーレ、

１１月４日は夏期開園の最終日になります。入園料を無料にして１

日動物園で楽しんでいただこうと考えております。この日以降１１

月は閉園となり、１２月から２月につきましては、土・日・祝日の

開園となります。以上です。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

市之川委員  １点お聞きします。スピードスケートの講習会は、毎回たくさん

なさっていると思いますけれども、保護者向けの講習会は、初心者

の子どもを持つ保護者にとっては心強いと思います。保護者向けの

講習会は以前からも企画があったのでしょうか。 

西尾 主幹  私どもとしましては、底辺の拡大を目指しまして、ほっとドリー

ムプロジェクトの立ち上げの一昨年から進めてございます。回数を

徐々に増やして、今年は２回予定してございますが、１１月１３日

が大きい開催でございます。 
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田中委員長  他になければ、質疑を終結し、本件を終了いたします。 

  その他（４）寄附受納についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

西野 課長  学校教育課に係わる寄附２件ご報告させていただきます。議案書

は２３ページになります。１件目は９月２１日に教育環境の一層の

充実のためとして、現金 417 万 7,691 円のご寄附がありました。寄

附者につきましては、寄附者の意向により非公開となっております。

１２月議会で補正予算を計上し、小中学校費、学校図書資料整備費

として、図書購入に活用させていただく予定でございます。２件目

は９月２８日、清川中学校の教育環境の一層の充実のためとして、

生徒用図書４８冊、評価額 5 万円相当の寄附がありました。これに

つきましても、寄附者の意向により非公開とさせていただきます。 

西尾 主幹  スポーツ振興室からは、帯広市内、株式会社桃花舎様から１０月

１８日に現金 5 万円のご寄附がありました。スポーツ振興に役立て

るためとして、帯広市スポーツ振興基金に積み立てるものでありま

す。以上です。 

大越 課長  生涯学習課から１件ご報告いたします。昨日１０月２５日でござ

います。帯広市内、株式会社オカモト様から、とかちプラザの５階

軽運動室にスタック椅子３０脚をご寄附いただきました。評価額 45

万 6,750 円でございます。とかちプラザの軽運動室で１００名相当

の高齢者の方がダンスなどしており、その際の休憩時間に座る椅子

が必要ということで、現在７０脚ありますけれど、３０脚いただき

まして、合計１００脚にしていただきました。以上です。 

鈴木 課長  文化課からご報告いたします。観光大使をされていました東京都

の○○○○様から、風土に根ざした文化の振興のためとして、現金

3 万円ご寄附いただきました。今回で４回目となり、総額 10 万円と

なります。１０月３１日に感謝状の贈呈を予定しております。以上

です。 

高橋 園長  動物園から１件ご報告いたします。帯広市内の○○○○様より、

動物園の教育事業の教材として、エゾシカの頭部のはく製、評価額

1 万 8 千円相当を９月１８日にご寄附いただいております。出前講

座等で活用したいと考えております。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結し、本件を終了します。 

  事務局からその他説明事項はありますか。 

事 務 局  ありません。 

田中委員長  ここで会議の進め方についてお諮りいたします。次の日程第６に

ついては、帯広市教育委員会会議規則第１６条第 1 項第４号により、

日程第７の案件については、帯広市教育委員会会議規則第１６条第
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１項第６号により、非公開にしたいと存じます。 

  これにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、そのとおり取り扱いいたします。 

  これより会議を非公開といたします。 

  日程第６、議案第５８号、帯広市立学校設置条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

須貝 部長  議案第５８号、帯広市立学校設置条例の一部改正についてご説明

いたします。本案は地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２

９条の規定に基づき、議会の議決を経るべき事件の議案について、

教育委員会の意見を述べるものでございます。本日配付いたしまし

た議案書４ページの帯広市立学校設置条例の新旧対照表をご覧いた

だきたいと思います。今回の一部改正につきましては、来年２月９

日に稲田町、川西町の一部地域において、字名改正が実施されます

ことから、豊成小学校の位置の表示を変更しようとするものでござ

います。以上よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５８号、帯広市立学校設置条例の一部改正については、原

案のとおり了承することにご異議ありませんか。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５８号は了承されました。 

  日程第７、議案第５９号、平成２４年度帯広市市民文藝賞及び市

民文藝準賞の決定についてを議題といたします。 

  直ちに説明を求めます。 

大久保部長  議案第５９号、平成２４年度帯広市市民文藝賞及び市民文藝準賞

の決定についてご説明いたします。本件は帯広市市民文藝賞及び市

民文藝準賞について、帯広市民文藝誌に関する規則第３条の規定に

基づき決定しようとするものでございます。本日配付させていただ

きました議案書５ページをご覧ください。議案書にございますとお

り、市民文藝賞は、岩見民子さんの作、随筆「赤い鈴の鍵」及び○

○○○さん作、○○「○○○○」、また、市民文藝準賞については該

当なしとして提案するものでございます。本受賞者の決定につきま

しては、帯広市市民文藝誌編集委員会において慎重に審議され、推

薦された作品でございます。推薦委員の推薦の言葉は６、７ページ

に記載してございますが、両作品とも高い評価を得てございます。

応募作品数は 1,636 件、応募者数１２９人でございました。なお、
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贈呈式は１２月１日土曜日に帯広市図書館において行います。説明

は以上でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

田中委員長  これから質疑に入ります。 

各 委 員  ありません。 

田中委員長  別になければ、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第５９号、平成２４年度帯広市市民文藝賞及び市民文藝準賞

の決定については、原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

各 委 員  異議なし。 

田中委員長  ご異議なしと認め、議案第５９号は決定されました。 

  事務局からの説明は以上でありますが、この際、各委員から他に

ご意見、ご質問等があればお受けいたします。 

伊藤 委員  １点よろしいですか。中学校の文化祭はもう終わりましたけれど、

今、各学校で文化活動として学芸会で子どもたちや先生が非常に一

生懸命にやっている姿を参観させていただいております。その中で

老婆心ながら気づいたことがあります。ご時世柄、不審者対策につ

いて、不特定多数の方々が出入りする場合の対策について、各学校、

あるいは関係事務方で対応策を提示しているのかどうか気になりま

したので、お聞かせいただきたいと思います。例えば、子どもたち

の登下校に関しては、見守り隊の方々が登下校時の安全を見守って

いただいているわけですけれど、学芸会、文化祭、運動会など、不

特定多数の方々の出入りに係わって、万が一の場合の対策について

お聞かせいただければと思います。以上です。 

橋場企画監  ご指摘いただいたとおりだと思っております。中学校の文化祭や

体育祭については従来から生徒指導の視点から、先生方が出入り口

に配置し、ＯＢ等の訪問に対して、確認するなどの対応をとってお

ります。ただ、このところの不審者の問題もありましたので、今年

度についても、運動会など不特定多数の方が入って来る。なおかつ、

どこから入ってくるか分からないということについて、先生方には

意識を高めて常に来校者を見ていただくことと、併せてＰＴＡの役

員の方にもその旨お話しして、学校によっては保護者の方が自分の

お子さんがいないときに見回りしていただくなど、可能な限り対応

をとっていただいているところもあります。ただ、抜本的に絶対と

いう対応は難しいところもございまして、インターホンの設置等に

ついて行っているわけですけれども、最終的には先生方、地域の方々

一人ひとりの意識を高めて、なおかつ、子どもたち自ら危険を招か

ない、身を守る術を身につけさせる総合的な取り組みが必要になっ

ていると思います。今後とも機会あるごとに安全対策については学
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校に対して話してまいりたいと考えております。 

田中委員長  伊藤委員よろしいですか。 

伊藤 委員  はい。 

田中委員長  他になければ、本日予定されておりました案件はすべて終了いた

しました。 

  以上で平成２４年第１９回帯広市教育委員会会議を閉会いたしま

す。 


